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７月に清水港に寄港を予定している客船について紹介します。
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カ
ー
ボ
ン
ニュ
ー
ト
ラ
ル
ポ
ー
ト
の
形
成

は
、主
に
２
つ
の
施
策
に
分
類
さ
れ
ま
す
。１

つ
目
は
、脱
炭
素
化
に
効
果
的
な
新
エ
ネ
ル

ギ
ー
源
で
あ
る
水
素・ア
ン
モ
ニ
ア
等
の
供
給

港湾・交通運輸部会特集港湾・交通運輸部会特集

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
ポ
ー
ト

（
Ｃ
Ｎ
Ｐ
）形
成
の
背
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カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
ポ
ー
ト

（
Ｃ
Ｎ
Ｐ
）形
成
イ
メ
ー
ジ

図1 ： 令和6年2月国土交通省港湾局ＨＰ掲載資料より

湾
地
域
で
は
、脱
炭
素
化
が
先
導
的
か
つ
集

中
的
に
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。

（港湾地域の脱炭素化）

　

地
球
温
暖
化
対
策
は
、人
類
が
直
面
す

る
最
も
重
要
な
課
題
の一つ
と
な
っ
て
い
ま

す
。２
０
１
５
年
の
Ｃ
Ｏ
Ｐ
２１（
国
連
気
候
変

動
枠
組
条
約
第
２１
回
締
約
国
会
議
）で
合

意・成
立
し
た
パ
リ
協
定
を
受
け
て
、我
が

国
は
２
０
５
０
年
ま
で
に
温
室
効
果
ガ
ス
排

出
ゼ
ロ
、す
な
わ
ち

カ
ー
ボ
ン
ニュ
ー
ト

ラ
ル
を
実
現
す
る

こ
と
を
宣
言
し
ま

し
た
。こ
の
目
標
を

達
成
す
る
た
め
に

は
、日
本
の
Ｃ
Ｏ
２

排
出
量
の
約
６
割

を
占
め
る
産
業
が

集
積
し
て
い
る
港

湾・臨
海
部
で
、脱

炭
素
化
を
進
め
る

こ
と
が
目
標
の
実

現
に
効
果
的
で
あ

り
、貢
献
度
が
大

き
い
と
考
え
ら
れ

て
い
ま
す
。さ
ら

に
、こ
れ
ら
は
荷
主

等
の
脱
炭
素
化
へ

の
ニ
ー
ズ
に
も
対
応

が
で
き
、港
湾
の
競

争
力
強
化
に
も
繋

が
る
こ
と
か
ら
、港
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静岡商工会議所港湾・交通運輸部会（部会長：山田英夫㈱天野回漕店

代表取締役社長）は、鉄道業、道路旅客運送業、道路貨物運送業、水運業、

航空運送業、倉庫業、自動車小売業などを含む会員事業所で構成しています。

今回の部会特集では、当港湾・交通運輸部会にとって深く関わりを持つ清水港

の脱炭素化計画である『清水港におけるカーボンニュートラルポートの形成

を目指す計画』を取り上げました。計画の目的や目指す姿等、今後大きく変わ

りゆく清水港について解説します。ぜひご参考にしていただければ幸いです。
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図2 ： 清水港港湾脱炭素化推進計画の対象範囲

清
水
港
は
、開
港
１
２
０
周
年
を
迎
え
た

日
本
有
数
の
国
際
貿
易
港
で
あ
り
、県
内
の

産
業
活
動
や
県
民
生
活
を
支
え
る
国
際
拠

点
港
湾
と
し
て
国
か
ら
指
定
さ
れ
て
い
ま

す
。さ
ら
に
、世
界
文
化
遺
産
の
富
士
山
や

そ
の
構
成
資
産
で
あ
る
三
保
松
原
、日
本
平

な
ど
に
よって
構
成
さ
れ
る
風
光
明
媚
な
清

水
港
は
、北
東
ア
ジ
ア
ク
ル
ー
ズ
の
拠
点
港

と
し
て
、、物
流
を
は
じ
め
人
流
拠
点
な
ど
、

い
わ
ゆ
る
ヒ
ト・モ
ノ
の
移
動
拠
点
と
し
て
の

重
要
な
役
割
を
担
って
い
ま
す
。

　

ま
た
、２
０
２
１
年
３
月
清
水
港
港
湾
計

画
の
改
訂
で
は
、袖
師
地
区
を「
次
世
代
エ

ネ
ル
ギ
ー
推
進
ゾ
ー
ン
」と
位
置
づ
け
ら
れ

　

こ
の
こ
と
か
ら
清
水
港
で
は
、カ
ー
ボ
ン

ニュー
ト
ラ
ル
を
進
め
る
と
と
も
に
、港
湾
機

能
そ
の
も
の
の
高
度
化
を
図
り
、競
争
力
を

強
化
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
に
、全
国
に
先
駆

け
２
０
２
１
年
１１
月
に
清
水
港
カ
ー
ボ
ン

ニュー
ト
ラ
ル
ポ
ー
ト（
Ｃ
Ｎ
Ｐ
）協
議
会
が
設

立
さ
れ
ま
し
た
。さ
ら
に
、２
０
２
３
年
３
月

に「
清
水
港
カ
ー
ボ
ン
ニュ
ー
ト
ラ
ル
ポ
ー
ト

（
Ｃ
Ｎ
Ｐ
）形
成
計
画
」を
公
表
し
て
い
ま

す
。そ
の
後
、港
湾
法
に
基
づ
く
、法
定
協
議

会
へ
改
組
さ
れ
、新
た
に
２
０
２
４
年
３
月
に

「
清
水
港
港
湾
脱
炭
素
化
推
進
協
議
会
」

が
設
立
さ
れ
、実
施
主
体
や
目
標
値
に
つい

て
、よ
り
短
期
的・具
体
的
な
計
画
を
盛
り

込
ん
だ「
清
水
港
港
湾
脱
炭
素
化
推
進
計

画
」を
公
表
し
ま
し
た
。「
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル

ギ
ー
で
つ
な
が
る
、地
域
未
来
を
支
え
る“

ス

マ
ー
ト
ガ
ー
デ
ン
ポ
ー
ト”

」と
い
う
キ
ャッ
チ

フ
レ
ー
ズ
を
掲
げ
、サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
脱

清
水
港
の
特
徴

清
水
港
に
お
け
る

Ｃ
Ｎ
Ｐ
形
成
の
取
組
み

清
水
港
港
湾
脱
炭
素
化

推
進
計
画

（
１
）清
水
港
港
湾
脱
炭
素
化
推
進
計
画

対
象
範
囲
は
、清
水
港
の
臨
港
地
区・

港
湾
区
域
を
基
本

と
し
て
い
ま
す（
図

２
参
照
）。

①
タ
ー
ミ
ナ
ル
内
に
お

け
る
脱
炭
素
化
の

取
組
み

②
タ
ー
ミ
ナ
ル
を
経
由

し
て
行
わ
れ
る
物

流
活
動
に
係
る
取

組
み

③
タ
ー
ミ
ナ
ル
外
に
お

け
る
港
湾
を
利
用

し
て
生
産・発
電
等

を
行
う
臨
海
部
に

立
地
す
る
事
業
者

の
活
動
に
係
る
取

組
み

④
ブ
ル
ー
カ
ー
ボ
ン
生

態
系（
海
藻
等
の
海

洋
生
物
の
働
き
等

や
、干
潟
等
で
回
収

に
必
要
な
環
境
整
備
を
行
う
こ
と
で
、港

湾・臨
海
部
の
産
業
構
造
の
転
換
及
び
競
争

力
の
強
化
に
貢
献
す
る
こ
と（
図
１
上
部
青

枠
内
）。２
つ
目
は
、世
界
的
な
脱
炭
素
化

ニ
ー
ズへの
対
応
を
通
じ
て
、港
湾
機
能
の
高

度
化
を
進
め
る
こ
と
で
、荷
主
や
船
社
等
か

ら
選
ば
れ
る
、競
争
力
が
あ
る
港
湾
を
形
成

す
る
こ
と（
図
１
下
部
オ
レ
ン
ジ
枠
内
）。こ

れ
ら
の
取
組
み
を
推
進
す
る
た
め
、日
本
の

各
港
湾
で
は
、Ｃ
Ｎ
Ｐ
形
成
の
計
画
を
策
定

し
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、今
回
わ
た
し
た
ち
港
湾・交
通

運
輸
部
会
で
は
、清
水
港
に
お
け
る
カ
ー
ボ

ン
ニュ
ー
ト
ラ
ル
ポ
ー
ト
の
取
組
み
に
つ
い
て

取
り
上
げ
ま
す
。

て
い
ま
す
。加
え
て
、２
０
２
２
年
４
月
に
清

水
駅
東
口
エ
リ
ア
、日
の
出
エ
リ
ア
等
が
環

境
省
の
取
組
み
で
あ
る「
脱
炭
素
先
行
地

域
」に
選
定
さ
れ
た
た
め
、Ｃ
Ｏ
２
排
出
実

質
ゼ
ロ
に
向
け
た
取
組
み
に
関
す
る
検
討

が
活
発
化
し
て
い
る
状
況
で
す
。こ
れ
に
伴

い
、現
在
民
間
企
業
が
、太
陽
光
発
電
を
利

用
し
た
水
素
ス
テ
ー
シ
ョン
の
建
設
工
事
を

始
め
て
い
ま
す
。

炭
素
化
に
取
り
組
む
船
社・荷
主
か
ら
選
択

さ
れ
る
港
湾
と
し
て
、「
世
界
に
誇
る
、選
ば

れ
る
ス
マ
ー
ト
ガ
ー
デ
ン
ポ
ー
ト
」を
目
指
し

て
い
ま
す
。こ
の
、「
清
水
港
港
湾
脱
炭
素
化

推
進
計
画
」に
つい
て
は
、次
の
と
お
り
で
す
。

さ
れ
る
炭
素
の
こ
と
）等
を
活
用
し
た

吸
収
源
対
策
の
取
組
み
等

（
２
）脱
炭
素
化
推
進
計
画
取
組
方
針

Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
の
削
減
に
向
け
た
取
組

み
は
、主
に
２
つ
に
分
類
さ
れ
て
い
ま
す
。

①
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
量
の
削
減
並
び

に
吸
収
作
用
の
保
全
及
び
強
化
に
関

す
る
取
組
み

●

貨
物
取
扱
拠
点
の
集
約
に
よ
る
物
流

効
率
化
や
港
湾
荷
役
機
械
の
低
炭
素

化・脱
炭
素
化
、タ
ー
ミ
ナ
ル
内
の
省
エ

港湾・交通運輸部会特集港湾・交通運輸部会特集

水

日
本
有

日産
業
活

産点
港
湾

点す
。さ
すそ

の
構
そな

ど
に

な水
港
は

水と
し
て

とい
わ
ゆ
い重

要
な

重
ま
た

画
の
改

画ネ
ル
ギ
ネ

港湾 交通運輸部会特集

清水港
カーボンニュートラルポートの
形成に向けて

●ターミナル外
●工場内での活動
●倉庫・物流施設での活動
●事務所等での活動

臨港地区・港湾区域
臨港地区・港湾区域
臨港地区・港湾区域

三保地区

貝島地区

江尻地区

富士見地区

折戸地区新興津・
興津地区

●コンテナターミナル
●荷役機械
●リーファーコンテナ用電源
●管理棟、照明施設 等
●構内トレーラー
（ターミナル内移動）

●ターミナル出入車両
●コンテナトレーラー

●ターミナル出入船舶
●停泊中の船舶

清水港港湾脱炭素化推進計画の対象範囲

塚間地区

清水区
（背後需要地域）

清水区
（背後需要地域）

清水区
（背後需要地域）

袖師地区

日の出地区



Sing 2024 JULY 4

ネ
化
を
促
進

●

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
由
来
の
Ｃ
Ｏ
２
フ

リ
ー
水
素
の
製
造
・
供
給
に
よ
る
グ

リ
ー
ン
モ
ビ
リ
テ
ィ
を
推
進

●

太
陽
光
発
電
設
備
の
設
置
に
よ
る
マ
イ

ク
ロ
グ
リ
ッ
ド
の
構
築

②
港
湾・臨
海
部
の
脱
炭
素
化
に
貢
献
す

る
取
組
み

●

水
素
や
燃
料
ア
ン
モ
ニ
ア
等
の
次
世
代
エ

ネ
ル
ギ
ー
拠
点
を
形
成
す
る
た
め
、受

入
環
境
を
整
備

●

既
存
の
イ
ン
フ
ラ
を
利
用
し
た「ｅ-

ｍｅ

ｔ
ｈａｎｅ（ｅ-

メ
タ
ン
／
水
素
と
Ｃ
Ｏ
２

に
よ
る
合
成
メ
タ
ン
）」の
利
用
を
推
進

●

次
世
代
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー

ン
構
築
と
輸
送
手
段
の
確
保・整
備

（
３
）温
室
効
果
ガ
ス
削
減
目
標

①
短
期
目
標（
２
０
３
０
年
度
）：

２
０
１
３
年
度
比
４７
％（
１
４
．７
万
ト

ン
／
年
）削
減
を
目
指
す

②
中
期
目
標（
２
０
４
０
年
度
）：

２
０
１
３
年
度
比
７４
％（
２
２
．９
万
ト

ン
／
年
）削
減
を
目
指
す

③
長
期
目
標（
２
０
５
０
年
度
）：

２
０
１
３
年
度
比
１
０
０
％
削
減（
カ
ー

ボ
ンニュー
ト
ラ
ル
）を
目
指
す

※

静
岡
県
の「
第
４
次
静
岡
県
地
球
温

暖
化
対
策
実
行
計
画（
Ｒ
４
．３
）」と

企
業
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
も
と
に
設
定

（
４
）促
進
事
業

「
港
湾
脱
炭
素
化
促
進
事
業
」と
は
、

港
湾
法
等
に
基
づ
く
各
種
支
援
措
置

の
対
象
と
な
る
も
の
で
あ
り
、事
業
者

と
の
調
整
や
協
議
会
の
結
果
を
踏
ま

え
、次
の
取
組
み
を
対
象
と
し
て
い
ま

す
。

①
タ
ー
ミ
ナ
ル
内

●

清
水
港
新
興
津
地
区
国
際
コ
ン
テ
ナ

タ
ー
ミ
ナ
ル
遠
隔
操
作
Ｒ
Ｔ
Ｇ（
タ
イ
ヤ

式
門
型
ク
レ
ー
ン
）導
入
事
業（
２
０
２

０
〜
２
０
２
５
）

●

荷
揚
げ
ロ
ケ
ー
シ
ョン・荷
積
プ
ラ
ン
ニ
ン

グ
の
最
適
化（
－
）

②
出
入
り
船
舶・車
両

●

低
環
境
負
荷
型
業
務
艇
の
導
入（
２
０

２
３
〜
２
０
２
５
）

●

ト
ラ
ッ
ク
ｔｏ
シ
ッ
プ
に
よ
る
Ｌ
Ｎ
Ｇ（
液

化
天
然
ガ
ス
）燃
料
船
への
補
給（
－
）

③
タ
ー
ミ
ナ
ル
外

●

太
陽
光
発
電
お
よ
び
蓄
電
池
の
導
入

（
Ｐ
Ｐ
Ａ
事
業
）（
２
０
２
４
〜
２
０
３
０
）

図3 ： 削減事業：温室効果ガスの排出量の削減並びに吸収作用の
        保全及び強化に関する事業
貢献事業 ： 臨海部の脱炭素化に貢献する事業

●緑地施設整備事業（港湾管理者）
●低環境負荷型業務艇の導入（港湾管理者）

●清水港新興津地区国際コンテナターミ
ナル遠隔装置RTG導入（鈴与（株））
●荷揚げロケーション・荷積プランニング
の最適化（鈴与（株））

●CO2フリー電気の導入
 （（株）天野回漕店）
●フォークリフトの電動化
 （（株）天野回漕店）

●太陽光発電及び蓄電池の導入
 （鈴与商事（株））

●ブルーカーボンの
造成・保全（港湾管理者）

削減事業
貢献事業

【凡例】

三保地区

貝島地区

江尻地区

富士見地区

折戸地区

新興津・
興津地区

塚間地区
袖師地区

日の出地区

利用拠点
製造・貯蔵・供給拠点
※点線箇所は、不確定要素の多い計画

水素輸送（ローリー・パイプライン）

既存ガスパイプライン輸送
脱炭素先行地域

※点線箇所は、不確定要素の多い計画

藻場造成の検討エリア

【凡例】

コンテナ機能
の移転・集約
コンテナ機能
の移転・集約
コンテナ機能
の移転・集約

JR興
津
駅

JR興
津
駅

JR興
津
駅

水
素

e-
メ
タ
ン

JR清水駅JR清水駅JR清水駅

水素
e-メ
タン

水
素

e-メタン

水素・燃料アンモニア
等の調達

e-メタン（合成メタン）
の調達

●ポンプ及び変圧器の
省エネ化、高効率化
 （静岡ガス（株）、清水LNG（株））

●トラックtoシップによるLNG
 燃料船へのバンカリング※
 （静岡ガス（株）、清水LNG（株））

●地域の再エネ自給率向上や
レジリエンス強化を図る自立・
分散型エネルギーシステム
構築事業※（ENEOS（株））

削減事業 : 温室効果ガスの排出量の削減並びに吸収作用の保全及び
強化に関する事業

貢献事業 : 港湾・臨海部の脱炭素化に貢献する事業

遠隔操作RTG遠隔操作RTG遠隔操作RTG

出典：鈴与（株）HPより出典：鈴与（株）HPより出典：鈴与（株）HPより 三井E&Sマシナリー提供三井E&Sマシナリー提供三井E&Sマシナリー提供

太陽光発電太陽光発電太陽光発電

電動フォークリフト電動フォークリフト電動フォークリフト

ブルーカーボンの
造成・保全
ブルーカーボンの
造成・保全
ブルーカーボンの
造成・保全

出典：鈴与商事（株）HPより出典：鈴与商事（株）HPより出典：鈴与商事（株）HPより

出典：（株）豊田自動機械HPより出典：（株）豊田自動機械HPより出典：（株）豊田自動機械HPより

LNG供給船LNG供給船LNG供給船

出典：CNPの形成に資する
技術・取組に関する事例集　　　　　　　
出典：CNPの形成に資する
技術・取組に関する事例集　　　　　　　
出典：CNPの形成に資する
技術・取組に関する事例集　　　　　　　
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今
後
も
清
水
港
で
は
、カ
ー
ボ
ンニュー
ト

ラ
ル
ポ
ー
ト（
Ｃ
Ｎ
Ｐ
）の
形
成
を
目
指
す
計

画
に
基
づ
き
、脱
炭
素
機
能
や
、港
湾
機
能

を
大
き
く
進
化
さ
せ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ

て
い
る
た
め
、わ
た
し
た
ち
港
湾・交
通
運
輸

部
会
は
、行
政
に
対
し
清
水
港
に
お
け
る

（
仮
称
）静
岡
市
海
洋・地
球
総
合
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
や
、江
尻
地
区
へ
の
フェ
リ
ー
発
着
場
の

整
備
推
進
、袖
師・興
津
埠
頭
間
を
結
ぶ
専

用
道
路
や
興
津
地
区
の
人
工
海
浜
の
早
期

整
備
等
の
要
望
を
継
続
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。ま
た
、清
水
港
港
湾
地
域

の一部
で
は
、新
た
な
サ
ッ
カ
ー
ス
タ
ジ
ア
ム
の

建
設
を
含
む
ま
ち
づ
く
り
の
検
討
も
行
わ

れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
世
界
中
か
ら
注
目
さ
れ
続

け
る
清
水
港
か
ら
目
を
離
す
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
。皆
さ
ま
、ぜ
ひ
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

出
典・参
考
／
静
岡
県
Ｈ
Ｐ

清
水
港
カ
ー
ボ
ンニュー
ト
ラ
ル
ポ
ー
ト（
Ｃ
Ｎ
Ｐ
）

形
成
計
画

清
水
港
港
湾
脱
炭
素
化
推
進
計
画

ｈ
ｔ
ｔｐ
ｓ
：
／
／ｗｗｗ
．ｐｒｅ
ｆ
．ｓ
ｈ
ｉｚｕｏ
ｋａ
．

ｊ
ｐ
／ｍａｃ
ｈ
ｉｚｕ
ｋｕｒ
ｉ
／
ｋｏｗａｎ
／
１
０

４
０
８
３
４
／
１
０
２
９
５
９
１
．ｈ
ｔｍ
ｌ

お
わ
り
に

図４ ： 清水港の将来構想

●
ポ
ン
プ
及
び
変
圧
器
の
省
エ
ネ
化・高
効

率
化（
２
０
２
３
〜
）

●
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
の
電
動
化（
２
０
２
４

〜
２
０
３
０
）

●
Ｃ
Ｏ
２

フ
リ
ー
電
気
の
購
入（
－
）

●

緑
地
施
設
整
備
事
業（
短
期
２
０
０
１

〜
２
０
３
０
、中
長
期
２
０
２
７
〜
２
０

５
０
）

●
ブ
ル
ー
カ
ー
ボ
ン（
藻
場
）の
造
成・保
全

（
中
長
期
２
０
３
０
〜
２
０
５
０
）

●

地
域
の
再
エ
ネ
自
給
率
向
上
や
レ
ジ
リ

エ
ン
ス（
弾
性・回
復
力
）強
化
を
図
る

自
立・分
散
型
地
域
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス

テ
ム
構
築
支
援
事
業（
２
０
２
４
）

●

静
岡
市
に
お
け
る
太
陽
光
発
電
自
家

消
費
支
援
事
業（
－
）

（
５
）〜
将
来
構
想
〜

清
水
港
の
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
の
削
減
目
標

の
達
成
に
向
け
、排
出
量
の
削
減
並
び

に
吸
収
作
用
の
保
全
及
び
強
化
に
関

す
る
脱
炭
素
の
取
組
み
に
つい
て
は
、次

の
通
り
で
あ
り
、今
後
こ
れ
ら
の
事
業

の
位
置・規
模
や
実
施
主
体
等
を
具
体

化
し
て
い
く
予
定
で
す
。

①
タ
ー
ミ
ナ
ル
内

●
Ｒ
Ｔ
Ｇ（
タ
イ
ヤ
式
門
型
ク
レ
ー
ン
）の
Ｆ

Ｃ（
燃
料
電
池
）化

●

ト
レ
ー
ラ
ー
ヘッ
ド
の
Ｆ
Ｃ（
燃
料
電
池
）

化
②
出
入
り
船
舶・車
両

●

ゲ
ー
ト
処
理
の
効
率
化
に
よ
る
タ
ー
ン

タ
イ
ム
の
削
減

③
タ
ー
ミ
ナ
ル
外

●

太
陽
光
発
電
お
よ
び
蓄
電
池
の
導
入

●

倉
庫
内
の
無
人
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
化
に

よ
る
作
業
効
率
化
及
び
省
人
化

●

太
陽
光
発
電
の
導
入

●ｅ-

メ
タ
ン（
合
成
メ
タ
ン
／
水
素
と
Ｃ
Ｏ
２

に
よ
る
合
成
メ
タ
ン
）の
導
入
及
び
拡
大

●

地
域
の
再
エ
ネ
自
給
率
向
上
や
レ
ジ
リ

エ
ン
ス
強
化
を
図
る
自
立・分
散
型
地

港湾・交通運輸部会特集港湾・交通運輸部会特集

●
ポ率

●
フ〜

●
Ｃ

●

緑〜５
●
ブ（

中

港湾 交通運輸部会特集

清水港
カーボンニュートラルポートの
形成に向けて

●RTGのFC化（鈴与（株））
●トレーラーヘッドのFC化（鈴与（株））
●ゲート処理の効率化による
ターンタイムの削減（鈴与（株））

●太陽光発電および蓄電池の導入
 （民間事業者）

●倉庫内の無人フォークリフト化
による作業効率化及び省人化
（（株）天野回漕店）
●太陽光発電の導入
（（株）天野回漕店）

●e-メタン（合成メタン）の導入
及び拡大※
 （静岡ガス（株）、清水LNG（株））

●地域の再エネ自給率向上や
 レジリエンス強化を図る
 自立・分散型エネルギーシステム
 構築援事業※ （ENEOS（株））

削減事業
貢献事業

【凡例】

三保地区

貝島地区

江尻地区

富士見地区

折戸地区

新興津・
興津地区

塚間地区
袖師地区

日の出地区

利用拠点
製造・貯蔵・供給拠点
※点線箇所は、不確定要素の
　多い計画

水素輸送
（ローリー・パイプライン）

既存ガスパイプライン輸送
脱炭素先行地域

※点線箇所は、不確定要素の
　多い計画

藻場造成の検討エリア

【凡例】

FC型RTGFC型RTGFC型RTG

（株）三井E&SマシナリーHPより（株）三井E&SマシナリーHPより（株）三井E&SマシナリーHPより

太陽光発電太陽光発電太陽光発電

電動フォークリフト電動フォークリフト電動フォークリフト

出典：TOYOTA L&F HPより出典：TOYOTA L&F HPより出典：TOYOTA L&F HPより

出典：鈴与商事（株）HPより出典：鈴与商事（株）HPより出典：鈴与商事（株）HPより

コンテナ機能
の移転・集約
コンテナ機能
の移転・集約
コンテナ機能
の移転・集約

JR興
津
駅

JR興
津
駅

JR興
津
駅

水
素

e-
メ
タ
ン

JR清水駅JR清水駅JR清水駅

水素
e-メ
タン

水
素

e-メタン

水素・燃料アンモニア
等の調達

e-メタン（合成メタン）
の調達

メタネーション
装置
メタネーション
装置
メタネーション
装置

出典：東京ガス（株）HPより出典：東京ガス（株）HPより出典：東京ガス（株）HPより
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株式会社DRマネジメント
第 一 倉 庫 株 式 会 社
第一物流サービス株式会社
駿 河 湾 拓 殖 株 式 会 社

静岡市清水区辻一丁目14番22号
TEL（054）367-1311
http://dai1w.co.jp

DAIICHI

東海・関東・北陸を結ぶネットワーク 鈴与自動車運送
お客様のニーズに合わせた、環境と安全に配慮した運送を行っています。

〒424-0206　静岡県静岡市清水区興津清見寺町1375-51　TEL054-369-3131　FAX054-369-3437

代表取締役社長　森下 一哉

顧客の信頼にこたえる物流サービス

本社 〒424-8760 静岡市清水区入船町14番12号 
電話054-353-2111（大代表） FAX054-353-6630

https://aoki-trans.com/

総合物流のトータルコーディネーター

本社 〒422-8061 静岡市駿河区森下町1-35 静岡MYタワー3階
TEL 054-288-2741　FAX 054-288-2780
http://www.seiwa-kaiun.co.jp/

宮崎 總一郎
代表取締役会長

宮崎 祐一
代表取締役社長

代表取締役社長

〒424-0823 静岡市清水区島崎町149番地の4
TEL (054)353-6306　FAX (054)353-6300

http://www.shinko-koun.com

小長谷 修誠 清水倉庫株式会社

清水港をベースに、静岡県内をはじめ、
日本全国へ、世界へ、物流のあらゆる
ニーズにお応えします。

〒424-8722 静岡市清水区尾羽471-1
TEL（054）371-5520　FAX（054）371-5531

http://www.shimizusok.co.jp

杉山 克幸



お問い合わせは
静岡県中小企業活性化協議会
〒420-0851  静岡市葵区黒金町20-8 静岡商工会議所会館3階

静岡県中小企業活性化協議会を
ご利用ください
経営面の課題を抱える中小企業の皆様に伴走し、金融機関
等と協力しながら実践的、効果的な支援を実行します。
地域に根ざした公的支援機関にお気軽にご相談ください。

１次対応
窓口相談

財務、収益性、借入の増加など様々な課題を抱えているが、
将来性の見通しと事業の再生意欲がある中小企業者

２次対応
状況、ご希望により、
課題解決に向けた、きめ細やかな支援をします。

ご相談

経験豊富なスタッフがお話を伺い、経営上の問題点や具体的な課題を抽出します。
他の中小企業支援機関との連携も検討しながら的確なアドバイスをします。

必要に応じ２次対応へ

収益力改善支援

3年間の収益力改善アクションプランや簡易な収支・
資金繰り計画の作成を支援します。
リスケジュール等の金融支援が伴う場合、1年間の
収益力改善計画を作成します。

再チャレンジ支援

収益力改善や事業再生が困難な中小企業、保証
債務に悩む経営者等を支援します。
企業の債務整理により保証債務の整理が必要に
なった場合、経営者保証ガイドライン（単独型）に
基づき経営者や保証人の保証債務の整理を支援
します。

事業再生支援

公認会計士、中小企業診断士等の個別支援チームに
より、事業面、財務面の再生計画を策定し、3年間の
フォローアップも行います。
＊策定費用の一部を協議会が負担。

経営改善計画策定支援

国が認定した専門家が資金計画やビジネスモデル
俯瞰図、アクションプランなどを策定します。
＊策定費用の一部を協議会が負担。
• 経営改善計画策定支援事業(405）
• 早期経営改善計画策定支援事業(ポスコロ）
•「中小企業の事業再生等に関するガイドライン」活用に
対する支援

相談無料 秘密厳守

ホームページリニューアルしました。ぜひご覧ください。

Sing 2024 JULY7
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2023年度 収支決算報告

支出の部 企業づくり

人づくり

管理費

繰出金

繰越金

収入の部

会費収入

事業収入

交付金

雑収入

繰越金
一般会計

会館運営特別会計

労働保険料特別会計

退職給与積立金特別会計

法定台帳関係費特別会計

総合計

決
算
規
模

小規模事業経営支援事業費
特別会計

特定退職金共済制度
特別会計

地域づくり
基盤づくり

地域資源を活かしたまちづくりの推進

地球深部探査船「ちきゅう」
特別公開　
2024.1.27

どうする家康
静岡大河ドラマ館　
クロージングセレモニー　
2024.1.28

第69回清水七夕まつり 
2023.7.6～7.9

　大河ドラマ「どうする家康」の放送を契機とした観光誘客や市
内全域への周遊、消費喚起を促進するため、静岡市が設置した
「どうする家康」活用推進協議会に参画し、地域経済活性化部会
として各種事業を実施するとともに、引き続き今川義元公や聖一
国師の顕彰事業を実施し、歴史文化のまちづくりを推進した。ま
た、「海洋・地球に関する総合ミュージアム」事業の早期整備に向
けて、海のみらい静岡友の会事業の実施により、海洋研究開発機
構（JAMSTEC）や東海大学との連携を強め、５年ぶりに地球深
部探査船「ちきゅう」を特別公開するなど、海洋文化を担う人材の
育成と市民の意識醸成を図り、海洋文化都市づくりを推進した。

地域の資源や特性を活かした人の集まるまちづくり

地域づくりⅢ

　会員に対して経営に役立つ情報を迅速に提供するため、定期
発行の広報誌に加えLINEを活用し随時情報発信を行った。併
せて、会員増強運動を展開した結果、13,000会員を堅持すること
ができた。青年部・女性会ほか各種団体の運営や、時宜に応じた
テーマによるセミナーの開催等により、会員の事業参加を促進し
たほか、事務局職員の資質向上を図った。

会員数の維持・拡大による組織基盤の強化

基盤づくりⅣ

人の集まるまちづくりの推進

第32回2023駿府秋のわくわく祭
わくわく福袋
2023.9.22～10.9 

中部横断道でつながる三県交流フェア
2023.9.22～10.9

会員数の維持・拡大
　ＨＰや新聞等を活用して地域への情報発信を行ったほか、会
員に対して経営に役立つ情報を迅速に提供するため、定期発
行の広報誌に加えLINEを活用し随時情報発信を行った。

会員の事業参加・利用の促進
　青年部・女性会ほか各種団体の運営や、時宜に応じたテーマ
によるセミナーの開催等により、会員の事業参加を促進した。また、
顧客対応力を強化するため、事務局職員の資質向上を図った。

項　目 実　績
【DX】LINEを活用した情報提供 登録者数 4,772人／投稿回数 50回

当会議所会員 入会者数 654件／退会者数 680件
年度末会員数 13,027件

【役職員資格取得者数累計】
中小企業診断士 ５名
ITコーディネータ ３名

社会保険労務士 ２名
ITパスポート 31名

　静岡・清水中心市街地の賑わいを創出する事業を展開したほ
か、中部横断自動車道沿線３県（静岡県・山梨県・長野県）の大型
店等が相互に特産品を販売するフェアを開催した。また、市内生
活者の消費促進を目的とした25％のプレミアム付きデジタル商品

券の発行事業を実施するにあたり、実行委員会を設置（委員長:
当会議所専務理事）し、2024年５月の商品券販売に向けて２月か
ら取扱店の募集を行った。

一般会計



静岡商工会議所商岡岡岡静岡静静静 会工会工会工商商商工 所所所所議所議会議議岡岡商岡静静静岡静 工会会工会商商工工商 所所所所会議議議所議 2000200022222020002022220022222222222223333333333333年年年年年年年年年年年年年年年年年年年度事業報告度度度事事事事事事度度度度度度度度度事事事事事事度度度度度度 報業業業報報業業業事業業業 告告告告告告報報報報報報告告告業業報報業業業報事業業業事業 告告告告告告報報報報報報告告告静岡商工会議所 2023年度事業報告
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　地域企業が自ら経営課題を克服して付加価値を高め、持続的
な成長につなげていくため、事業計画作成や商品のブランド構築、
販路開拓等の支援を行ったほか、「ITなんでも相談窓口」の設置
等により、特に小規模事業者の生産性向上に資するデジタル化を
推進した。また、物価上昇をはじめ経営環境が大きく変化する中
で地域企業の事業継続が図られるよう、専門家や関係機関との
連携により支援体制を強化するとともに、引き続き創業者の発掘・
育成や事業承継の促進に取り組んだ。

　人手不足が深刻化するなか、中小企業の経営課題解決のた
め、行政や民間求人事業者と連携し、首都圏等のプロ人材、副
業・兼業人材と中小企業とのマッチング支援を行い、多様な人材
活用を推進した。また、大学生や高校生のキャリア形成事業、就
職支援情報誌の発行等により、若者の地元就職、ＵＩＪターン就職
の促進を図るとともに、各種検定試験やビジネススクール等を実
施し、地域人材のスキルアップを支援した。　

自己変革の取組み支援
項　目 実　績

経営革新計画（県）作成支援

小規模事業者持続化補助金（国）作成支援

支援件数 36件
（承認36件）

全４回 支援件数 283件
（採択105件）

全３回 支援件数 136件
（採択119件）

全２回 支援件数 10件
（採択５件）

モニター調査企業 10社

商談件数 829件

小規模企業経営力向上支援事業費
補助金（県）作成支援

事業再構築補助金〈一般枠 他〉
（国）作成支援

【DX】Ｄ２Ｃビジネスモデルによる
ブランド戦略構築支援

農商工連携事業を活用した
販路開拓・マッチング支援

創業者の発掘・育成

事業継続力の強化

項　目 実　績

創業支援

創業個別相談・創業ステップアップ講座による
支援者数 52者

創業者育成プログラム（特定創業支援等事業）による
支援者数 30者

事業承継の促進
項　目 実　績

当会議所経営指導員による
事業承継支援 事業承継診断実施件数 344件

海外に向けた販路開拓支援 支援件数 12件

各種貿易証明書の発給
（原産地証明・サイン証明・インボイス証明等）

発給件数 9,002件

相談件数 808件

受講者数 253名

【DX】IT利活用に関する支援

【DX】IT利活用に関する各種セミナーの開催

項　目 実　績
ＢＣＰ策定支援 策定件数 88件

相談件数 374件

セミナー受講者数 67名
ＩＴツール展示会 参加者数 279名

受講者数 134名（計４回）

決定件数107件

事業環境の変化に伴う相談窓口
（中小企業診断士協会との連携）

【DX】インボイス・電子帳簿保存法 
関連セミナー・展示会の開催

【GX】カーボンニュートラル
推進セミナーの開催

マル経資金

　2023年度のわが国経済は、５月に新型コロナの感染症法上の分類が引き下げられ、３年超に及んだコロナ禍から
徐々に経済活動が再開しました。2024年３月には日経平均株価が過去最高値を超え、日本銀行はマイナス金利政策を
解除しました。一方、中小企業では、深刻化する人手不足や、原材料費・エネルギー価格の高騰、円安を背景とする物価
上昇に加え、10月から開始されたインボイス制度や過去最大の引き上げ幅となった最低賃金への対応など、厳しい経
営環境に置かれました。こうした状況下において、当会議所は第５次中期行動計画の初年度として「企業づくり」「人づく
り」「地域づくり」「基盤づくり」の各テーマに「デジタル」と「グリーン」を重点施策として加え、各種事業を展開しました。

農商工連携商談会　2023.10.11

ピッタリのモノに出会えるITツール展示会　2023.7.19

地域企業の持続的発展を目指す伴走型支援の強化

企業づくりⅠ

多様な人材の活用と地域の人材育成

人づくりⅡ

多様な人材の確保・活用による経営支援
項　目 実　績

外部人材の活用に関する相談 相談件数 35件

地域の人材育成
項　目 実　績

【DX】各種検定試験（ネット検定含む）

静岡商工会議所ビジネススクール

就職支援情報誌
「静岡で働こう。」の発行

キャリア形成支援（授業等）の実施

受験者数 6,599名

受講者数 全22講座 582名

参画同窓会数 26校　
協賛企業数 140社

支援校数 21校
（大学３校、高校15校、中学３校）



弥生各ソフト無料体験教室 開催中
◆ 毎月ご訪問による税務監査、税務申告決算業務
◆ 弥生会計・販売・給与を活用した経理システム構築サポート
   （パソコンの選定から設置、基本設定等導入一式サポートします）
◆ 事業承継・経営改善サポート業務　　　　　　　　　など

実際にパソコン操作してのセミナーとなります。
導入をご検討中の方、ぜひご参加ください。

弥生会計
弥生販売

2024年7月2日（火）13：30～15：00
2024年7月2日（火）15：15～16：45 各回定員4名

〒421-1213  静岡市葵区山崎2-35-33  

らいちょう税理士法人 検 索

当事務所サービス

無料特許・商標相談会

※事前にご予約下さい。

〒422-8064 静岡市駿河区新川1-11-28
ＴＥＬ 054-654-5480／ＦＡＸ 054-654-5482

7月17日㈬
TEL 054-355-5400

清水産業･情報プラザ

7月23日㈫
TEL 054-253-5113

商工会議所 静岡事務所

14：00～

13：30～

静岡商工会議所ビジネススクールのご案内

2講座以上同時にお申込みの場合、
受講料が10％割引になります！会場 ： 静岡商工会議所会館 4階会議室 定　員 ： 40名（定員になり次第締め切らせていただきます）

受講料 ： 会員14,300円、一般18,700円（教材費・消費税込）

①コミュニケーション力とは　
②一瞬で決まる ！ あなたの第一印象　③ほんとうの自分を知る　　
④事実を捉える「傾聴力」と「質問力」　⑤信頼関係を構築する

7/9（火）10：00～17：00

言葉だけじゃない、心をつかむ
コミュニケーションのプロになる ！

⑬コミュニケーション力
アップセミナー

⑭仕事力向上のための
考える力と気づく力セミナー

まずは気づき、仮説力を身につけ、
考える力をアップする

①「気づく力」「考える力」　②仕事で活かす気づく力の鍛え方
③求められる考える力の鍛え方　
④考える力・気づく力を高めるポイント

〈受講対象〉全社員
7/23（火）10：00～17：00
〈受講対象〉若手社員、中堅社員、新入社員

①なぜ段取り力が必要か　②先読み力とは何か
③見える化の実践　④効率的に遂行する　
⑤チームの成果を高める連携

8/20（火）10：00～17：00

生産性向上 ！ 
タスクを制する者は成功を制す！

⑮段取り力
　 強化セミナー

〈受講対象〉全社員

静岡商工会議所 総務部 総務企画課〒420-0851 静岡市葵区黒金町20-8
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今
回
は
、こ
の
場
を
借
り
て
み
な
さ
ん
の

清
水
港
に
対
す
る
意
識
の
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
を

し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
お
話
を
し
て
い
き

ま
す
。港
に
目
を
向
け
、世
界
に
目
を
向
け
、

“

今”

静
岡
に
訪
れ
て
い
る
チ
ャ
ン
ス
を
ぜ
ひ

感
じ
て
く
だ
さ
い
。

清
水
港
か
ら
世
界
に

　

清
水
港
を
取
り
巻
く
変
化
の一端
を
お
伝

え
し
ま
し
た
が
、そ
れ
は
港
だ
け
で
な
く
、

静
岡
の
変
化
で
あ
る
と
言
え
ま
す
。「
世
界

か
ら
ク
ル
ー
ズ
船
に
乗
っ
て
旅
行
客
が
沢
山

訪
れ
る
」こ
れ
は
、大
き
な
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス

で
す
。ク
ル
ー
ズ
船
の
オ
プ
シ
ョ
ナ
ル
ツ
ア
ー
は

片
道
２
時
間
以
内
の
移
動
が
多
く
、清
水
区

だ
け
で
な
く
葵
区
、駿
河
区
を
旅
行
客
が
訪

実
は

　

全
国
に
市
の
数
は
７
９
２
あ
り
、そ
の
う

ち
重
要
な
国
際
港
湾
を
持
つ
の
は
、23
都
市

し
か
あ
り
ま
せ
ん
。そ
の一つ
が
、こ
の
清
水
港

で
国
際
拠
点
港
湾
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、平
成
29
年
７
月
に
、日
本
で
６
港
の

国
際
旅
客
拠
点
港
湾
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

つ
ま
り
、清
水
港
は
、貿
易
と
観
光
の
両
面

で
、と
て
も
重
要
な
港
で
あ
る
と
国
が
認
め

て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。そ
れ
ほ
ど
素
晴
ら

し
い
港
が
、こ
の
静
岡
に
あ
る
こ
と
を
、ま
ず

知
って
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

か
わ
り
ゆ
く
清
水
港

神
戸
港
、長
崎
港
と
共
に
日
本
三
大
美
港

に
数
え
ら
れ
る
清
水
港
で
す
が
、「
清
水
港・

み
な
と
色
彩
計
画
」に
よ
り
、ア
ク
ア
ブ
ル
ー

と
ホ
ワ
イ
ト
を
基
調
と
し
た
色
で
近
隣
の
建

物
や
施
設
を
塗
り
か
え
、富
士
山
と
の
景
観

を
さ
ら
に
美
し
く
演
出
し
、そ
の
取
り
組
み

が
国
土
交
通
大
臣
表
彰
認
定
を
受
け
て
い

ま
す
。

ま
た
、清
水
港
は
特
定
農
林
水
産
物・食

品
輸
出
港
湾
の
認
定
を
受
け
農
産
物
の
輸

出
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。そ
の
集
荷
拠
点

で
あ
る
静
岡
中
央
卸
売
市
場
か
ら
の
コ
ー

株式会社 天野回漕店
代表取締役社長

山田 英夫氏
や ま だ 　 ひ で お

静岡の経済を支える、個性豊かな経営者たち。そこに共通するのは、
誰もが“あした”を見つめる視点を持っていること。経営者の数だけ、見える景色がある。
今回は、（株）天野回漕店 代表取締役社長の山田英夫さんにお話を伺いました。

ル
ド
チ
ェ
ー
ン
の
充
実
を
図
り
、港
に
冷
凍
コ

ン
テ
ナ
対
応
設
備
の
増
設
も
完
了
し
て
い

ま
す
。

　

日
の
出
埠
頭
の
改
良
工
事
が
今
年
３
月

に
完
了
し
、大
型
客
船
２
隻
が
同
時
に
着
岸

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。国
際
ク
ル
ー

ズ
船
の
寄
港
状
況
は
、23
年
度
は
68
隻
、24

年
度
の
入
港
予
定
数
は
本
日
現
在
で
す
で

に
89
隻
と
そ
の
数
を
伸
ば
し
て
い
ま
す
。

れ
て
い
ま
す
。旅
行
客
は
基
本
的
に
船
内
で

食
事
を
し
ま
す
が
、果
物
や
ス
イ
ー
ツ
は
船

外
で
購
入
す
る
事
が
多
く
、ち
ょっ
と
し
た

イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ムへの
投
稿
が
販
売
に
結
び
つ

く
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。ま
さ
に
今
、船
に

乗
って
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
が
、こ
の
静
岡
に
訪

れ
て
い
ま
す
。「
世
界
か
ら
お
客
様
を
迎
え

入
れ
て
い
る
」と
、ほ
ん
の
少
し
意
識
を
外
に

向
け
る
だ
け
で
、見
え
て
く
る
新
し
い
チ
ャ
ン

ス
を
静
岡
全
体
で
生
か
す
べ
き
で
す
。

　

ま
ず
、清
水
港
に
足
を
運
び
、富
士
山
と

入
港
す
る
客
船
の
美
し
い
景
色
を
楽
し
み
、

世
界
に
思
い
を
馳
せ
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。
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会 議 所 T O P I C S

主な実施予定事業部会名

建 設

卸 商 業

小 売 商 業

製 造 業

観 光 ・ 飲 食

港 湾・交 通 運 輸

情 報 文 化

専 門 サ ー ビ ス

生活関連サービス

静岡商工会議所 ２０２4年度部会事業計画のご案内
このほど、本年度の当会議所各部会の事業計画が決定しましたので、次の通りご案内いたします。
会員事業所様は、所属部会以外でも参加・利用できる事業もございますので、ぜひご参加ください。

※各事業の実施日時・申込方法など詳細が決まり次第、当会議所ホームページ等でご案内いたします。

◆研修事業 ：
◆視察研修 ：
◆広報事業 ：

セミナー＆部会員交流会（2025年1～2月予定）
新潟市美術館・佐渡金山遺跡他視察（10/31・11/1・2）
所報Sing8月号に座談会（6/6）の要旨掲載  テーマ「激甚化している自然災害に対して強靭な国土交通軸確保（仮）」

◆研修事業 ：
◆視察研修 ：
◆広報事業 ：

会員向けセミナー （2025年2月下旬頃）
商業施設・先進工場等視察（秋頃）
所報Sing5月号に「企業の健康増進策～健康寿命を延ばす生活習慣、健康経営の活用事例～」と題して掲載

◆研修事業 ：
◆視察研修 ：
◆広報事業 ：

「小売業における業務効率化のためのDXの実践について（仮）」をテーマとしたセミナー開催
先進地商業施設・先進事例商店街等の視察（秋頃）　　
所報Sing2025年2月号に「中心市街地通行量・来街者調査結果」掲載

◆研修事業 ：
◆視察研修 ：
◆広報事業 ：

現場改善支援事業成果発表会共催（4/24）ものづくり情報化講演会（2025年2月予定）
ファナック株式会社等視察（10月予定） 静岡大学浜松キャンパス等視察（11月予定）
所報Sing10月号に「ファクハク静岡工場博覧会2024」特集掲載  シズオカ［KAGU］メッセ2024広報協力

◆研修事業 ：
◆視察研修 ：
◆広報事業 ：

セミナー開催（他部会・委員会と合同開催を検討） （2025年1～2月予定）
最新物流施設等視察 （他団体と合同開催を検討）
所報Sing7月号　テーマ「清水港カーボンニュートラルポートの形成に向けて」

◆研修事業 ：
◆視察研修 ：
◆広報事業 ：

「余ハ此處ニ居ル」プロジェクト事業 （通年）
琵琶湖周辺地域視察（10月予定）
所報Sing９月号　テーマ「渋沢栄一と徳川慶喜」

◆研修事業 ：
◆視察研修 ：
◆広報事業 ：

動画生成AＩ基礎セミナー（6/26）
情報技術先進施設視察（2025年1～2月予定）
所報Sing2025年3月号に動画コンテストの報告要旨掲載

◆表彰事業 ：動画コンテスト2024の実施

◆研修事業 ：
◆広報事業 ：

経済講演会「2025年の経済展望」（2025年1月）
所報Sing12月号　テーマ「中小企業に役立つ経営情報」

◆研修事業 ：
◆広報事業 ：

セミナーを秋頃開催。部会員間の交流を深める懇親会を併せて開催
所報Sing2025年１月号に「セミナー」開催要旨掲載

◆研修事業 ：
◆視察研修 ：
◆広報事業 ：

第13回ふれあいフォーラム（9/5）　テーマ「家事とビジネス」
先進地・先進事例の視察（11月頃）
所報Sing11月号にふれあいフォーラムの開催要旨掲載

金 融

鹿鹿鹿児児児島島島商商商工工工会会会議議議所所所かかからららののの
おおお知知知らららせせせ

鹿児島商工会議所からの
お知らせ

　

鹿
児
島
市
の
夏
の
風
物
詩「
お
ぎ
お
ん
さ
ぁ（
祇
園

祭
）」を
開
催
致
し
ま
す
。鹿
児
島
の
繁
華
街
天
文
館

一
帯
が
、お
祭
り
ム
ー
ド
一
色
に
盛
り
上
が
り
ま
す
。

20
日（
土
）の「
宵
祭
」で
は
、天
文
館
各
地
の
サ
テ

ラ
イ
ト
会
場
で
神
輿・傘
鉾
連
に
よ
る
お
も
て
な
し

ブ
ー
ス
や
豪
華
景
品
が
当
た
る
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

コ
ー
ナ
ー
が
設
け
ら
れ
ま
す
。眼
前
に
桜
島
と
錦
江

湾
を
臨
む
メ
イ
ン
会
場
の
ウ
ォ
ー
タ
ー
フ
ロ
ン
ト

パ
ー
ク
に
は
楽
し
い
縁
日
ブ
ー
ス
が
設
け
ら
れ
、ゴ
ス

ペ
ル
ラ
イ
ブ
な
ど
の
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
が
華
や
か

に
行
わ
れ
ま
す
。

21
日（
日
）の「
本
祭
」で
は
、祇
園
傘・大
鉾
に
よ
る

妙
技
の
披
露
、十
二
戴
女（
じ
ゅ
う
に
か
ん
め
）と
呼

ば
れ
る
頭
に
桶
を
載
せ
た
女
性
達
、可
愛
ら
し
い
稚

児
花
籠
、祇
園
官
女
と
祇
園
巫
女
が
乗
る
御
所
車
、大

人
神
輿
等
、総
勢
約
３
千
人
が
天
文
館
の
電
車
通
り

一
帯
を
荘
厳
に
練
り
歩
き
ま
す
。皆
様
ぜ
ひ
鹿
児
島

へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

開
催
日
時
・
場
所

ア
ク
セ
ス

お
問
い
合
わ
せ

本祭 宵祭

７
月
20
日（
土
）
13
時
〜
20
時

７
月
21
日（
日
）

Ｊ
Ｒ
鹿
児
島
中
央
駅
か
ら
鹿
児
島
市
電
利
用

「
高
見
馬
場
」電
停
か
ら
す
ぐ

※

各
時
間
は
変
更
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

於
：
ウ
ォ
ー
タ
ー
フ
ロ
ン
ト
パ
ー
ク

（
鹿
児
島
市
本
港
新
町
５-

４
）

セ
ン
テ
ラ
ス
ス
ク
エ
ア
他

12
時
40
分
〜
15
時
15
分

於
：
鹿
児
島
市
天
文
館
電
車
通
り
一
帯

鹿
児
島
お
ぎ
お
ん
さ
ぁ
振
興
会
事
務
局

（
鹿
児
島
商
工
会
議
所
内
）

☎
０
９
９

－

２
２
５

－

９
５
３
４

※

７
月
21
日（
日
）は
、10
時
半
〜
16
時
20
分
ま
で
の
間
、交

通
規
制
に
よ
り
市
電・バ
ス
の
運
行
ル
ー
ト
が
一
部
変
更

と
な
り
ま
す
。
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タイの木製玩具メーカー、”プラントイ社”がリリースした新商品
です。血行を促進したり、コリをほぐしたりできます。

子供の発達はもちろ
ん、高齢者にとって
も子供と触れ合うこ
とで大いに刺激にな
ります。

おかげさまで、当店開店10周年を迎えることが出来ました。
お客さまへ感謝の気持ちを込め、13名のクラフト作家と共に10周

年展を開催いたし
ます。この機会にど
うぞ足をお運びく
ださい。

クラウディオは清水エス
パルスのプレミアムパート
ナーです。ERP導入と業
務プロセスDX化を中堅・
中小企業に適した廉価版
ERPでデータ統合管理を
実現。業務プロセスの効
率化を提案します。デジタ
ルって本当はやさしい。
ぜひご相談ください ！

木製のマッサージローラーで
手軽にボディケア

プラントイジャパン（株）     
〒420-0831 静岡市水落町4-19     
TEL 054-209-6255　FAX 054-209-6256
https://plantoysjapan.co.jp/

お金に限らず人生についてのあなたの将来の不安を具体化し
対策を講じるのが、わたくしたちが行っている『ウェルス・コンサ
ルタント』の仕事です。士業さまなど専門家と連携して継続的な
サポートを提供いたします。

顧客の資産を最適化する
パートナーシップを共に築く！

（株）ステラ・インフィニティ
〒420-0852 静岡市紺屋町17-1 葵タワー2階 217号
TEL 054-686-5525　FAX 054-333-5136
http://www.stella-infinity.co.jp

もくぺれ×GALLERY kino
開店10周年展      

もくぺれ×GALLERY kino

（有）カネタ田嶋商店      

〒424-0879 静岡市清水区有度本町5-18
TEL 054-368-7023
https://www.mokupere.com/

用宗港で水揚げされた鮮度
抜群のしらすを加工場で即
座に茹であげた当店の釜揚
げしらすは、しらすの大きさ
に合わせた絶妙な塩加減と
ふっくらとした食感で旨味が
際立つ逸品となっています。

用宗産！
無凍結釜揚げしらす     

静岡におけるDXの
先進的取組みをサポート！

（株）クラウディオ 静岡オフィス
〒420-0852 静岡市葵区紺屋町17-1 葵タワー1F
E-mail shizuoka@claudio.co.jp
https://www.claudio.co.jp/

障害者支援施設と中古ミシン販売店を併設しています。
将来の自立生活を見据え「働く」と「生活」の課題について支援

させていただきます。
楽しく活動しながら、
共に成長していくこと
を目指しています。

〒421-0121 静岡市駿河区広野5-25-20
TEL 054-259-2738　FAX 054-259-4254 
http://www.sirasu.biz/      

4月新規オープン！
利用者様募集中！

就労継続支援Ｂ型事業所 ＰｏＰｏ
〒421-0103 静岡市駿河区丸子3-7-9
TEL 054-259-2203　FAX 054-259-2204
http://popo-well.com ホームページ Instagram

4,730円（税込）会議室 コンサルルーム

（会期）
7月6日－7月21日
会期中木曜休み

110ｇ 500円（税込）
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※インタビュアーの長田義明さんは、静岡市出身のジャーナリストで、元時事通信社解説委員。

地域の課題解決、
力になる「探究学習」

（
文
：
長
田
義
明
・
写
真
提
供
：
石
井
さ
ん
）

静岡市清水区出身。県立清水東高校から上智大学外国語学部に進学。
英国サセックス大学博士前期課程修了、フィリピン共和国アテネオ・
デ・マニラ大学客員研究員、上智大学大学院で国際関係論博士号取
得、京都大学地域研究企画交流センター助手、大阪大学大学院人間
科学研究所准教授などを経て、2015年から現職。
「ジャパン・プラットフォーム」理事、事業審査委員長などを歴任。著書
に「女性が語るフィリピンのムスリム社会」（明石書店、第6回国際開
発研究大来賞受賞）、編著「甘いバナナの苦い現実」（コモンズ）など。

PROFILE

比
南
部
の
紛
争
地
を
研
究

　

世
界
の
紛
争
地
の一つ
、政
府
と
武
装

勢
力
と
の
武
力
紛
争
が
５０
年
間
続
く

フ
ィ
リ
ピ
ン
南
部
の
ム
ス
リ
ム
社
会
を
３０

年
以
上
研
究
す
る
。「
文
献
だ
け
で
な

く
、勉
強
し
た
こ
と
を
自
分
の
目
で
確
か

め
た
い
」と
、１
９
９
４
年
か
ら
２
年
間
ミ

ン
ダ
ナ
オ
島
な
ど
に
滞
在
し
、住
民
と
の

交
流
を
深
め
た
。結
果
は
論
文
に
ま
と

め
発
表
し
た
。　　

　

こ
の
数
年
、ひ
ん
ぱ
ん
に
現
地
を
訪
れ

る
。「
最
大
の
武
装
勢
力
と
政
府
の
和
解

交
渉
が
進
み
、来
年
５
月
に
も
自
治
政

府
樹
立
に
向
け
た
選
挙
が
行
わ
れ
る
予

定
で
す
。ま
だ
不
安
定
要
因
は
あ
り
ま

す
が
、紛
争
終
結
と
い
う
一
つ
の
歴
史
の

転
換
点
に
立
て
た
ら
い
い
な
と
思
っ
て
注

目
し
て
い
ま
す
」。

一
方
で
、石
井
さ
ん
は
２２
年
３
月
ま
で

外
務
省
や
経
済
界
、Ｎ
Ｇ
Ｏ
な
ど
で
つ
く

る「
ジ
ャ
パ
ン・プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」の
常

任
委
員
と
し
て
紛
争
地
や
自
然
災
害
の

被
災
地
の
緊
急
人
道
支
援
に
当
た
っ
て

き
た
。Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
事
業
申
請
書
の
審
査
や

評
価
を
担
当
、南
ス
ー
ダ
ン
な
ど
の
支
援

現
場
に
も
足
を
運
ん
だ
。

災
害
時
の
対
応
、迅
速
化
を

　

高
校
に
２２
年
度
か
ら
探
究
学
習（
総

合
的
な
探
究
の
時
間
）が
導
入
さ
れ
た
。

Ａ
Ｉ
の
台
頭
を
念
頭
に「
こ
れ
か
ら
は
知

識
の
量
よ
り
、物
事
を
ど
れ
だ
け
柔
軟

に
考
え
ら
れ
る
か
が
問
わ
れ
る
時
代
に

立教大学異文化コミュニケーション学部教授

石井 正子さん Masako Ishii

な
る
と
思
い
ま
す
」と
話
す
。

　
「
例
え
ば
国
際
協
力
は
従
来
型
の

『
支
援
を
す
る
』か
ら
、受
援
体
制
を
整

え
双
方
向
で
行
う
と
か
、地
域
の
課
題

は
自
分
た
ち
で
解
決
す
る
。し
か
し
知

恵
は
外
か
ら
取
り
入
れ
る
と
い
う
風
に

変
わ
って
い
く
と
思
い
ま
す
」と
指
摘
。

そ
の
上
で
、「
探
究
学
習
を
通
じ
て
自

分
た
ち
の
地
域
の
課
題
を
、例
え
ば
海

外
の
課
題
と
ど
う
つ
な
げ
て
い
け
る
か
と

い
う
視
点
で
、物
事
を
考
え
る
と
か
。自

分
で
問
い
を
立
て
て
、自
分
で
調
べ
て
、地

域
に
出
向
い
て
関
係
者
の
話
を
直
接
聞

く
、そ
う
し
た
体
験
の
中
か
ら
学
び
を

見
つ
け
て
い
く
高
校
生
が
静
岡
か
ら
ど

ん
ど
ん
出
て
ほ
し
い
で
す
ね
。探
究
学
習

への
期
待
は
大
学
側
も
大
き
い
で
す
」。

災
害
時
の
行
政
と
民
間
の
連
携
強

化
、迅
速
な
情
報
発
信
の
必
要
性
も
指

摘
す
る
。「
２２
年
９
月
の
静
岡
豪
雨
で
は

実
家
が
１
週
間
断
水
し
、飲
料
水
な
ど

の
確
保
に
苦
労
し
ま
し
た
。こ
れ
か
ら

も
っ
と
大
き
な
災
害
も
想
定
さ
れ
て
い

ま
す
。災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
目

指
す
上
で
も
、対
応
の
迅
速
化
、民
間
と

の
連
携
や
情
報
伝
達
の
在
り
方
を
含
め

住
民
の
不
安
解
消
に
努
め
て
ほ
し
い
で

す
ね
」。人
道
支
援
に
携
わ
っ
て
き
た
だ

け
に
、命
に
か
か
わ
る
問
題
に
は
敏
感

だ
。
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市
外
、県
外
か
ら
多
く
の
フ
ァン
が
訪
れ
て
い
ま
す
。

　

写
真
の
料
理
は
お
祝
い
コ
ー
ス
の一部
で
す
。オ
ー

ド
ブ
ル
か
ら
始
ま
り
牛
フ
ィ
レ
肉
の
ス
テ
ー
キ
、オ

マ
ー
ル
海
老
の
ロ
テ
ィ
等
の
メ
イ
ン
デ
ィッ
シ
ュ
か
ら
デ

ザ
ー
ト
ま
で
、旬
の
食
材
を
使
い
お
客
様
に
最
後
の

ひ
と
く
ち
ま
で
満
足
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
心
を
込

め
て
お
も
て
な
し
し
ま
す
。同
店
の一番
人
気
は「
Ｓ

Ａ
Ｋ
Ｕ
Ｒ
Ａ
コ
ー
ス（
ラ
ン
チ
限
定
）」で
、メ
イ
ン
の
魚

料
理
に
加
え
て
牛
フ
ィ
レ
肉
の
ス
テ
ー
キ
も
楽
し
め

る
、リ
ー
ズ
ナ
ブ
ル
な
が
ら
ボ
リ
ュ
ー
ム
満
点
な
、満
足

度
の
高
い
コ
ー
ス
で
す
。さ
ら
に
デ
ザ
ー
ト
を
グ
レ
ー

ド
ア
ッ
プ
す
る
の
も
お
す
す
め
。そ
の
他
、記
念
日
や

お
祝
い
の
席
で
楽
し
め
る
コ
ー
ス
も
た
く
さ
ん
あ
り

ま
す
。ド
リ
ン
ク
は
ワ
イ
ン
な
ど
フ
レ
ン
チ
と
と
も
に

楽
し
め
る
お
酒
は
も
ち
ろ
ん
、お
酒
を
飲
ま
な
い
方

も
楽
し
め
る
よ
う
に
ノ
ン
ア
ル
コ
ー
ル
も
充
実
し
て
い

ま
す
。ぜ
ひ
上
質
な
料
理
を
、こ
だ
わ
り
の
空
間
で

お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

お祝いコース（一部）　
手前左：オマール海老のロティ、右：牛フィレ肉のステーキ、中央：オードブル、奥：パン（食べ放題）

ア
ン
テ
ィ
ー
ク
な
空
間
で
楽
し
む
フ
レ
ン
チ

優
雅
で
上
質
な
ひ
と
と
き
をパスタコース（平日限定）／3,300円

SAKURAコース（ランチ限定）／3,850円
ルシエルコース／5,500円
ティファニーコース／7,920円
プラチナコース／11,000円
ロイヤルコース（完全予約制）／16,500円 　ほか
飲み放題／６名様より 1,800円～　

ランチ／11:30～14:30（Lo 13:30）
ディナー／17:30～21:00（Lo 19:30）
定休日／火曜日＋不定休

メニュー

営業
時間

施設 席数／65席、個室／有（土日祭日は8名様以上）、
貸切／30名様～
駐車場／第一駐車場／第二駐車場

所在地 〒421-0101 静岡市駿河区向敷地6丁目4-86
054-259-3901（予約受付・ＦＡＸ兼）

斉藤 大知郎氏
代表取締役

「
さ
く
ら
茶
寮
」は
、静
岡
駅
か
ら
車
で

国
道
１
号
を
丸
子
方
面
へ
15
分
ほ
ど
の
住

宅
地
に
あ
り
ま
す
。手
入
れ
が
行
き
届
い

た
庭
で
鴨
や
ア
ヒ
ル
が
遊
ん
で
お
り
、お
客

様
を
お
出
迎
え
し
て
い
ま
す
。同
店
は
た

く
さ
ん
の
人
を
癒
し
く
つ
ろ
げ
る
空
間
、愛

さ
れ
る
店
に
な
る
よ
う
に
と
の
思
い
を
込
め

「
さ
く
ら
茶
寮
」と
名
付
け
、２
０
０
２
年

３
月
に
開
店
し
ま
し
た
。５
年
前
か
ら
更

な
る
上
質
な
空
間
へ
と
店
舗
リ
ニュ
ー
ア
ル

に
着
手
し
、現
在
は
代
表
の
斉
藤
大
知
郎

さ
ん
が
２
代
目
と
し
て
引
き
継
い
で
い
ま
す
。

斉
藤
さ
ん
は「
料
理
は
も
ち
ろ
ん
、雰
囲
気
を
含
め
て

素
晴
ら
し
い
体
験
を
お
客
様
に
」と
の
コ
ン
セ
プ
ト
で

お
店
作
り
を
さ
れ
て
お
り
、店
内
は
ア
ン
テ
ィ
ー
ク
な

調
度
品
で
統
一さ
れ
た
ク
ラ
シ
カ
ル
な
空
間
に
な
って

い
ま
す
。非
日
常
的
な
体
験
が
で
き
る
の
も
お
店
の

魅
力
の一つ
で
、そ
れ
を
楽
し
み
に
市
内
の
み
な
ら
ず

しずおか

さ
い
と
う

だ
い
ち
ろ
う

※すべて税込
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ネガティブ感情は
敵視しないで受け入れる

気になる消費のキーワード
『ほったらかし』

生成ＡＩは
『当意即妙』と『杓子定規』の
掛け合わせ？

OOKABE GLASS株式会社の
DX推進とその成功

静岡商工会議所 専門指導員
㈱ありがとう 代表取締役

櫻井 渉 （さくらい わたる） 氏

貿易・海外取引
APEC 
ビジネストラベルカードについて

日本ヘルスメイト株式会社／エミュアール化粧品

樽脇 洋子 （たるわき ようこ） 氏

健やかな肌への一歩を
全力でサポート！！

（公財）日本城郭協会 理事    

加藤 理文 （かとう まさふみ） 氏
静岡大学名誉教授／徳川みらい学会 会長

小和田 哲男 （おわだ てつお） 氏

徳川みらい学会 2024 
年度第１回講演会②
対談
「駿府城の天守に迫る」

職場のかんたんメンタルヘルス トレンド通信

潮流を読む 中小企業のためのＤＸ事例

誌上経営相談 静岡の未来

わたしの商工会議所活用法駿府静岡の歴史

さいとう司法書士事務所 代表

齊藤 香織 （さいとう かおり） 氏

静岡市清水産業・情報プラザ 
創業者育成室
事例紹介

駿府静岡の歴史

今月のコラム
議所活用法

https://www.shizuoka-cci.or.jp/2024-mentalhealth https://www.shizuoka-cci.or.jp/2024-trend

https://www.shizuoka-cci.or.jp/2024-tide https://www.shizuoka-cci.or.jp/2024-dxcasestudy

https://www.shizuoka-cci.or.jp/2024-mcm https://www.shizuoka-cci.or.jp/2024-s-future

https://www.shizuoka-cci.or.jp/2024-s-history https://www.shizuoka-cci.or.jp/2024-cci-usage

大野 萌子 （おおの もえこ） 氏
日経ＢＰ総合研究所 上席研究員

渡辺 和博 （わたなべ かずひろ） 氏

㈱大和総研 金融調査部 主席研究員

内野 逸勢 （うちの はやなり） 氏
ウイングアーク１ｓｔ㈱ データのじかん主筆

大川 真史 （おおかわ まさし） 氏

当会議所報『Ｓｉｎｇ』は、一昨年度から
従来からの連載記事と日本商工会議所が提供する
各界第一人者によるコラムを掲載しております。
各ＱＲコードから簡単にご希望のコラムを
ご覧いただけます。

経営に関する様々な困りごと・お悩みごとに各分野の専門家がＱ＆Ａ
形式で分かりやすく解説いたします。

当会議所青年部 （愛称：静岡ＹＥＧ） のメンバーに企業経営や静岡の
まちづくり、青年部への想いなどについて、率直に語っていただきます。

徳川みらい学会、全国家康公ネットワーク、駿府城を愛する会、聖一国師
顕彰会などが開催する、徳川時代の知恵や静岡で育まれた貴重な歴史
文化に焦点を当てる講演会・シンポジウム等の要旨を掲載します。

当会議所では、様々な事業を行っております。これらを上手に活用されて
いる会員の皆様から、会議所活用法を紹介していただきます。

日本メンタルアップ支援機構 代表理事



地域貢献 地域密着 中小企業サポート 公的機関

日
時

会
場

８/19（月）、８/27（火）
9/4（水）、9/10（火）
各回 10：00～16：00
静岡市葵区追手町５-４
　アーバンネット静岡追手町ビル６階

※各20名（先着順）

信用保証業務の講義から保証審査体験やグルー
プワークなどを通じて、中小企業金融を理解して
いただけるプログラムをご用意しています！

金融や経済の知識が
なくてもOK！

（昨年度の様子）

詳細・お申し込みは
マイナビ2026 へ！

静岡県信用保証協会
キャリア形成支援 『1DAY仕事体験』



経済産業省　関東経済産業局　委託事業

無料定例相談会〔親族内承継〕のご案内

静岡県後継者人材バン静岡県後継者人材バンク静岡県後継者人材バンク静岡県後継者人材バンク静岡県後継者人材バンク 登録者募集中 ！

経済産業省　関東経済産業局　委託事業

企業・事業の承継について
お悩みはありませんか？

静岡県事業承継・引継ぎ支援センターにご相談ください！

※詳しくは、当センターHPもしくはTELにてご確認ください。

■従業員承継・第三者承継(Ｍ＆Ａ)については、静岡県事業承継・引継ぎ支援センターにて
　随時相談に応じています。

※開催月により曜日が変更となる場合がございます。

〒420-0852 静岡市葵区紺屋町11- 4 太陽生命静岡ビル7階
TEL 054-275-1881  FAX 054-253-5508
URL https://shizuoka-jigyoshoukei.jp

〒420-0851 静岡市葵区黒金町20-8　
TEL 054-253-5113

静岡県事業承継・引継ぎ支援センターは、

経済産業省関東経済産業局から静岡商工会議所が受託

し設置した、中小企業や小規模事業者の事業承継問題

を一緒に考え、解決に導くエキスパート集団です。

日頃より「後継者がいない」、「事業を誰かに引継ぎた

い」など事業承継問題で悩んでいる経営者の皆様、ぜひ

ご相談ください！もちろん、相談は無料です。

★相談会には事前の予約が必要です。

7月 8月 9月

静岡事務所

清水事務所

会場

開催月 2024年 ◆毎月、第2火曜日に開催いたします。

静岡商工会議所 静岡事務所

〒424-0821 静岡市清水区相生町6-17　
TEL 054-353-3402

〒420-0852 静岡市葵区紺屋町11-4 太陽生命静岡ビル7階　TEL 054-275-1881 

◆毎月、第４水曜日に開催いたします。

静岡商工会議所 清水事務所
9日（火）

　２4日（水）

１3日（火）

２8日（水）

10日（火）

２5日（水）

事務所

静
岡
商
工
会
議
所
報

[シ
ン
グ
]


